
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

授乳スタイルはひとつじゃない。 

赤ちゃんが生まれたら、母乳て育てるのがいいのか、育児用ミルク

がいいのか、今からお考えの方も多いのではないでしょうか。 

結論を言えば、どちらでも大丈夫。ママご自身が納得できる方

法を選びましょう。 

専門家の意見をお聞きになりたい方は、病院や保健センター

の助産師や看護師、保健師に相談してみましょう。 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

母乳は自然に出るものではありません。出産直後からママが赤ちゃんと

触れ合ったり、赤ちゃんがおっぱいを吸ったりする刺激でホルモンが上昇

し、母乳が作られるのです。生まれた直後からの赤ちゃんとママの過ごし方

によって、母乳の出方は大きく変わります。 

母乳は、早くあげればよく出るようになります。 

母乳育児を勧める施設では 

たとえばこんな取り組みをしています。 

●産後すぐに赤ちゃんとお母さんが触れ合える 

●産後すぐから母子同室が可能 

●産後すぐ母乳をあげられる。欲しがったらすぐあげられる 

●医学的に必要なときに適切に育児用ミルクを使う 

出産施設(病院・産院)によって違うのは分娩方法だけではありません。 

授乳に対するサポートも、それぞれです。 

病院・産院の授乳サポートも確かめましょう。 

母乳育児を軌道に乗せるには～ママに必要な知識～ 
正しい知識を持つことで、母乳不足の不安や、母乳育児に 

伴う痛みなどのトラブルをできるだけ予防したり慌てずに  

対処することができます。出産前や出産後に必ず知って 

おいてほしい授乳についてのノウハウを、右記にまとめました。 
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厚生労働省 2019年度子ども・子育て支援推進調査研究事業「授乳・離乳の支援ガイド」の普及啓発に関する調査研究 

 


